
講師 Prof. Matteo Compareti
現在、中国⾸都師範⼤学史学科教授、
Cultore della materia, University of Venice
“Caʻ Foscari”。専⾨はイスラーム以前の⻄
アジア・中央アジア美術史。著書にThe
elusive Persian phoenix : simurgh and
pseudo-simurgh in Iranian arts, 2021;
Samarkand the center of the world :
proposals for the identification of the
Afrāsyāb paintings, 2016などがある。

主催：名古屋⼤学最先端国際研究ユニット「⽂化遺産と交流史のアジア共創研究ユニット」
名古屋⼤学⼈⽂学研究科附属⼈類⽂化遺産テクスト学研究センター

共催：科研費基盤研究(C)「新出資料によるウズベキスタン南部ファヤズテパ遺跡出⼟壁画の再検討」
（研究代表者：影⼭悦⼦）20K00185

⽇時：2023年11⽉9⽇（⽊）14:45〜16:15
場所：名古屋⼤学東⼭キャンパス⽂系総合館7階

カンファレンスホール
⾔語：英語、通訳なし

プログラム（開場：14:15）
14:45 開会挨拶 梶原義実（名古屋⼤学）
14:50 “Simurgh or Farr? Research based on the

literary and iconographic evidence”
（「SimurghかFarrか？⽂献資料・図像資料に

基づく検討」）
Matteo Compareti（中国 ⾸都師範⼤学）

15:50 質疑応答
16:15 閉会

Matteo Compareti 教授
講演会

「センムルヴ／シムルグ」と
呼ばれてきたペルシアの瑞獣



アクセス：名古屋⼤学東⼭キャンパス⽂系総合館7階
地下鉄名城線「名古屋⼤学駅」下⾞、1番出⼝から徒歩5分

❶名古屋⼤学駅1番出⼝

❶
❷

❷名古屋⼤学⽂系総合館

会場：⽂系総合館7階カンファレンスホール

▶名古屋⼤学駅まで

▶名古屋⼤学駅から⽂系総合館まで
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